平成１６年度　全国鉄構工業協会　青年部会連絡協議会

第4回理事会　議事録

日　時 ： ２００４年１０月１６日　１４：００～１８：００

場　所 ： 東京鉄構工業協同組合　事務所
出席者 ： 近藤（福島）、板垣（山形）、米森（石川）、安田（岡山）、山野（茨城）

媚山（北海道）、斎藤（秋田）、吉岡（東京）、苅谷（岐阜）、相馬（静岡）、上柿（奈良）、大井（滋賀）、松下（愛媛）、山下（佐賀）代理
ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ：田中（鋼構造出版）
議事録作成：相馬義人（静岡）

（司会）　安田副会長

1． 開　会

2． 出席者の確認

3． 会長挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　　近藤哲弥
現在はこの最近の２０年間で、全世界の平均成長率が５％を超えた初めての好環境なのです。アメリカと中国の影響が大きいのは確かですが、その中でも中国は、２００８年に北京五輪、２０１０年に上海万博を控えており、ちまたでは２００８年までは大丈夫と言われています。しかしながら、歴史を紐解きますと、中国は１５００年までは、一人当たりの国民所得での世界一でしたし、１８２０年頃でも世界のＧＤＰの約３０％もあった大国です。あのアメリカのゴールドマンサックスの予測でも、２０５０年のＧＤＰ世界一は中国で約４４兆ドル、日本は約７兆ドルで、アメリカ、インドに次いで４位とのこと。現在の中国の伸び方は、１９世紀のアメリカの伸び方にそっくりで、今後も益々伸びていく確率大である。鋼材需要も益々増大し、鉄骨価格の上昇傾向は続くので、我々も自信を持って、適正価格を勝ち取ろう。
4． 各地ブロック活動報告　　　　　≪HPに掲載済。主に市況を簡潔に報告≫

北海道BC
媚山理事より報告
８月例会でJSCAとの懇談を開催、その資料を回覧。
板材、コラムの入手困難。

東北BC
斉藤理事より報告
　　　　　　　２～３月の仕事の見積もり物件が増えている。
　
商社がゼネコンの指値で受注しているので、ファブの考えを商社にぶつけていくつもりだ。
関東BC
吉岡理事より報告
鋼材納期の関係で受注できないこともある。
商社の安値受注問題。
北陸BC
米森副会長より報告
中央会の補助金を利用し、石川県のミルメーカーの工場見学。
首都圏の単価は上がってきたようだが地方はまだ。
中部BC
苅谷理事より報告
Ｒ，Ｊは年内、Ｈ，Ｍは春先までの仕事あり。材料の入手困難。
近畿BC
上柿理事より報告
トンいくらという価格の話が少なくなってきた。
中国BC
安田副会長より報告
ゼネコンから短納期の物件があるがなぜだと言う話があるが、鋼種、サイズによると説明するが、現状がまだわかっていないようだ。
四国BC
松下理事より報告
大手ゼネコンは納期がわかっているが、地元の工務店等はわかっていない。
九州BC
山下ＢＣ会長より報告
各県、全国大会に向けて例会等の開催。
中央会の助成金を活用し、他県との合同の研修会の開催。

ハウステンボスで役員会、実行委員会の開催。

年内は手一杯、Ｈは春先まであり。板材、コラムの入手困難。
5． 協　議
１）グループ活動報告

（構造設計者関係担当；米森副会長より）

· 全国展開のための設計図書への要望、疑問、不満（概略集計）資料

· 各ブロックの構造設計者との交流活動の状況報告、資料

（行政関係担当；板垣副会長より）
· 交流状況（総会時の出席調査）、最新版メールでの配布。
· 学校建築のＳ造化の講演会参加案内について
· １１／１１に加藤紘一代議士との懇談について

（総務担当；安田副会長より）
· 会費未納県、青森、千葉、新潟、神奈川、長野
· ＨＰ利用少ない
· 材料入手困難なのでノンブラケット工法を推進できないか

· ノンブラケット工法推進についてＨＰに意見を書きこんでほしい

２）助成金事業について
　　　各ブロックの開催日、派遣理事の確認
３）全構協事業について

　　　後継経営者（幹部）研修について
6． 報告・依頼・確認事項

Ａ）全国大会準備の経過報告
　九州ＢＣ担当

・予備登録の送付

　・スローガン「今こそ、起こそう、“スクラムウェーブ”を」（福岡案）に決定

　・協賛企業への依頼
　・記念講演講師選考中

　・家族参加の子供は懇親会への参加はできない

　

　青連協担当

　・会長会議内容（プロジェクトリーダー安田副会長）

　・総会資料
７．閉　会

※　次回理事会の開催　

「第５回理事会」２００４年１２月１８日（土）　１４：００～
　　　　　　　　福岡県博多市　
